
広島湾さとうみネットワーク 令和元年度 第 1回ワークショップを開催しました！
開催日：令和元年 5月 26 日（日）12:30-17:00

会  場：JMS アステールプラザ４階大会議室Ｂ 
参加者：39名 
プログラム：
12:30 里海弁当試食会（希望者のみ）
13:30 ワークショップ（全体コーディネーター：県立広島大学 百武ひろ子 教授）

  ・これまでの振り返り・活動報告、11月のイベント開催について 
・今年度実施するプロジェクトの進め方 
・全体での検討事項 など

当日は、まず食と健康チームが中心となって昨年度から取り組んでいる里海弁当の試作品を発表し、参加者から試食した感想や今後の改良案
についてご意見をいただきました（アンケートを実施）。その後のワークショップでは、①会の名称を「広島湾さとうみネットワーク」に改称す
ること、②キャッチフレーズを「つなぐけん！海とみんなの豊かな未来」とすること、③11月 4日に、「広島湾 秋のミーティング＆マルシェ」
を開催することを決定しました。また、今年度進める具体的なプロジェクトを決定しました。 
次回のワークショップ開催は７月を予定しておりますので、今回ご参加いただけなかった方も、これらのプロジェクトにぜひご参加いただけ

ればと思います。また、この他にやってみたいプロジェクトがありましたら、ぜひ次回ワークショップでご提案をお願いします！

里海弁当試食会（里海弁当の試作品：３種類）

今年度実施するプロジェクト（案）

ワークショップの様子 

今年度実施する各プロジェクトのチーム発表の様子（※一部） 

ワークショップの様子 



☆イベント盛り上げプロジェクト                              
・既存のイベントのノウハウやアセットの共有 → 共通して使えるイベント用のツールとしてエコ 
バッグづくりワークショップを実施（広島湾さとうみネットワークでつながるイベント） 
【次回ワークショップまでの宿題】 
・既存イベントの詳細とスケジュールを調べ、共有できる情報やノウハウを整理する。

 ・ツール（エコバッグの素材等）の費用を調べる。 

☆干潟再生プロジェクト                                  
・八幡川河口干潟のアサリ養殖場整備ボランティアの継続（＋広島大学開発の肥料設置の提案）
・活動の周知や環境教育が行えるイベントを企画（尾道など他地域へも展開、色々な人を巻き込む）
 【次回ワークショップまでの宿題】 
・アサリ用肥料について調べ、井口漁協の承諾を得る。
・7月のイベントの計画、肥料の準備を実施。

☆食と健康プロジェクト Ver.Ⅱ                              
・今進めている里海弁当の美味しさアップと情報発信の第１弾として、海・山の幸が豊かな北海道
で同様のプロジェクトを実施している人達との交流戦の開催（意見・情報交換）

・里海弁当の秋バージョンの作成
 【次回ワークショップまでの宿題】 
 ・メンバーの明確化、役割分担を決める。  ・本日のアンケート結果よりお弁当を改良する。
・札幌支部とスケジュール調整（交流戦の企画は札幌支部が作成）

☆広島湾新発見ツアー開発プロジェクト
・広島湾を好きになってもらい、そこから環境問題意識を持ってもらえるようなツアーの開発
・海辺の歴史発見ツアーマップづくり、写真コンテストの開催などを検討
 【次回ワークショップまでの宿題】 
・実施内容についてテーマを絞り、ツアーを企画立案する。

☆海ごみプロジェクト                                   
・様々な地点で、海ごみの種類と量を調査する
・ゴミ拾いイベントの企画、浮遊ごみに関するデータ収集（国交省漂流ごみ回収船）
 【次回ワークショップまでの宿題】 
 ・広島湾でのごみ回収データを調べる。 

☆広島湾の物語づくりプロジェクト                             
・広島湾の魅力や課題、歴史などを視覚的（映像等）に伝える
 →広島湾の食を軸とした物語をつくり、将来的には PTCなどで使ってもらえる教材にする。 
 →ホームページのコンテンツづくり 
 【次回ワークショップまでの宿題】 
 ・食を軸とした物語づくりに向け、広島湾の郷土食を調査する。 
 ・シナリオのタタキ台、取材計画をつくる。 

☆「広島湾さとうみ創生コミュニティ」に変わる、新しい会の名称の決定 
・新しい名称：「広島湾さとうみネットワーク」

☆広島湾さとうみネットワークのキャッチフレーズの決定 
・キャッチフレーズ：「つなぐけん！ 海とみんなの豊かな未来」 

☆今年度のイベントの開催の決定
 ・11 月 4日（月・祝）に「ひろしま湾 秋のミーティング＆マルシェ（仮称）」を開催 

 ・広島湾さとうみネットワーク会員の方に企画運営委員として参加していただく 
   → イベントの企画・運営に関わりたい方は、事務局まで連絡する。 

☆今年度、広島湾さとうみネットワーク全体で決めていくこと
・官民連携組織の運営体制づくり･･･今後、会を進めながら議論していく
（事務局、企画運営委員会の設置、代表者の決定、資金管理方法の決定）

☆広島湾さとうみネットワーク会員の増加に向けて 
 ・広島湾さとうみネットワーク会員には、里山で活動している方の参加が少ない。 

 ・各プロジェクトを進めるにあたり、繋がりたい方々を広島湾さとうみネットワークへ 
勧誘する。 →  勧誘するための PR 資料を制作する。

☆広島湾さとうみネットワークへの行政機関の参画について
・ある程度プロジェクトで実施する内容や目的が固まったら、関係する行政機関にワーク
ショップへ参加していただくようにする。 

・広島湾さとうみネットワーク会員が、プロジェクトを進める際に相談できる行政機関の
リストを作成した。連絡を取りたい場合は、中国地方整備局が取り次ぐ。 

・（会員からのご意見）「広島広域都市圏」が、毎年テーマを考えて地域資源を活用した取
り組みを進めているので、次年度以降うまく連携ができるよう、今から調整をしてはど
うか。 

決定事項 今年度実施するプロジェクト（案）

ワークショップのまとめ 

今回のワークショップへご参加いただけ無かった方も、興味のあるプロジェクトにぜひご参加ください！
また、他にやってみたいプロジェクトがありましたら、次回ワークショップで提案をお願いします！

・会員より、広島湾における里海保全に関するイベントの開催告知があった。

会員からの情報提供 



各プロジェクトのまとめ（今後の活動内容など） 

イベント盛り上げプロジェクト 干潟再生プロジェクト 食と健康プロジェクトVer.Ⅱ

広島湾新発見ツアー開発プロジェクト 海ごみプロジェクト 広島湾の物語づくりプロジェクト


